
産学官連携が一般社会に浸透しつつあるなか、産学官連携を通した社会貢献の舞台におけ
る若い人材の活躍が期待されている。そして、この期待に応えようとする産学官連携業務に従
事する若い人たちが増えてきている。産学官連携が生み出す社会貢献の範囲は、一つの定
義に収めることができないほど広がりつつあり、展開される活動の幅も拡大してきている。また、
それを担う人材も多種多様な立場で活動している。このような背景を受け、「産学連携とは？」、
「産学連携従事者の成果・実績とは？」、「進むべきキャリアは？」などの基本的な問いも浮か
び上がっており、産学官連携における多くの根深い問題が認識されつつある。そのような中で、
次代を担う若手人材においては、実務上でのノウハウやスキル向上への道は手探りとなって
おり、さらには明確な形でのキャリアパス形成がなされていないなどの現状がある。
今回のワークショップでは、大学の立場で産学官連携に携わる若手人材から、将来の産学
官連携を通した社会貢献に向けた現状と課題を以下３つの視点から明確化し、議論します。

①産学官連携業務における実務上のスキル向上に向けた取り組み
②多種多様な視点から展開する産学官連携業務
③産学官連携活動の発展的推進に向けたキャリア形成

趣 旨

特定非営利活動法人 産学連携学会

＊日 時＊ 平成２１年６月２０日（土）１２:００～１３:３０

＊会 場＊ 国立京都国際会館 本館会議場 Room C-1
（京都市左京区宝ヶ池）

＊参加費＊ 無 料

＊内 容＊
１．会長挨拶 佐竹 弘 （徳島大学）

２．趣旨説明 内島 典子 （北見工業大学）

３．産学官連携活動に従事する若手人材からのメッセージ

◆「私が築く産学官連携」に向けた挑戦
堀田大介 （北海道大学）

◆私達相互の成長を目指した産学官連携スキル向上の場の形成
都甲吏恵 （学校法人日本医科大学）

◆多種多様な視点から展開・拡大する産学官連携活動
内島典子 （北見工業大学）

◆産学官連携活動の発展的推進に向けたキャリア形成
川名優孝 （東京海洋大学）


